




























































Active Learning under the New Curriculum of the Division of 
Career Development: Filed Work and “Studies in Hospitality”
























































































































































































































































た大学生は、39.3％（2008 年）→ 43.9％（2012 年）
→ 50.7％（2016 年）と年を追う毎に増加し、反対に「大
学での学習方法は、学生が自分で工夫するのがよい」は
60.7％（2008 年）→ 56.1％（2012 年）→ 49.3％（2016
年）と減少している。学習だけではなく、学生生活も「大
学の教員が指導・支援するほうがよい」の割合が 15.3
％（2008 年）→ 30.3％（2012 年）→ 38.2％（2016 年）
と増加、「学生の自主性にまかせるほうがよい」は 84.7
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